
2020.１　第301号 （公財）群 馬 県 交 通 安 全 協 会
群馬県交通安全活動推進センター

群馬大橋からの雪景色（前橋市）

その車間　心のせまさが　見えてます

毎月25日は　高 齢 者 交 通 安 全 日

毎月１日は　県 民 交 通 安 全 日
毎月15日は　自転車マナーアップデー

謹賀新年
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春

を
ご
家
族
お
揃
い
で
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
平
素
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
お
き
ま
し
て
、
各
種
交
通
安
全
活
動
の
推

進
に
深
い
御
理
解
と
多
大
な
る
御
尽
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
中
の
県
内
に
お
け
る
交
通
情
勢
に

つ
き
ま
し
て
は
、
人
身
交
通
事
故
の
発
生
件
数
、

死
者
数
及
び
負
傷
者
数
と
も
に
減
少
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

特
に
死
者
数
に
あ
っ
て

は
、
61
人
と
前
年
比
で
３

人
の
減
少
と
な
り
、
統
計

開
始
以
降
最
少
の
死
者
数

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
、
交
通
安
全
活

動
に
寄
与
さ
れ
た
皆
様
方
の
御
理
解
と
御
協
力
の
賜

で
あ
り
、
重
ね
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、
交

通
事
故
死
者
数
の
う
ち
65
歳
以
上
高
齢
者
の
割
合

が
依
然
と
し
て
過
半
数
を
占
め
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ

ー
が
加
害
者
と
な
る
重
大
事
故
が
増
加
傾
向
に
あ

る
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
交
通
事
故
情
勢
に

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
第
10
次
群
馬
県
交
通
安
全
計
画
の
最

終
年
で
あ
り
、「
年
間
の
交
通
事
故
に
よ
る
24
時
間

以
内
の
死
者
数
、
死
傷
者
数
、
交
通
人
身
事
故
発

生
件
数
を
平
成
27
年
実
績
よ
り
25
パ
ー
セ
ン
ト
以

上
減
少
」
と
い
う
目
標
達
成
に
向
け
、
組
織
一
丸

と
な
っ
て
各
種
交
通
安
全
対
策
を
推
進
し
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、高
齢
者
の
事
故
防
止
対
策
を
重
点
と
し
て
、

女
性
部
を
中
心
に
「
足
元
に
生
命
（
い
の
ち
）
の

発
信
運
動
」
や
家
庭
訪
問
指
導
の
ほ
か
、
交
通
安

全
教
育
車
「
ふ
れ
あ
い
号
」
を
活
用
し
た
出
前
式

交
通
安
全
教
育
な
ど
、
県
、
警
察
を
は
じ
め
、
関

係
機
関
・
団
体
と
緊
密
な
連
携
の
下
に
、
地
域
に

密
着
し
た
効
果
的
な
交
通
安
全
対
策
を
強
力
に
推

進
し
、
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
社
会

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
よ
り
一
層
の
御
理
解

と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
迎
え
た
令
和
２
年
が
皆
様
方
に
と
り

ま
し
て
幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
致

し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

公
益
財
団
法
人　

群
馬
県
交
通
安
全
協
会

理
事
長　
　

町　

田　

錦
一
郎

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

群
馬
県
交
通
安
全
協
会
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や

か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
知
事
に
就
任
し
て
以
来
、
文
字
ど
お
り
「
全

力
疾
走
」
を
続
け
て
き
ま
し
た
。現
場
に
足
を
運
び
、

数
多
く
の
人
と
意
見
を
交
わ
し
、
あ
ら
ゆ
る
課
題
に

つ
い
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
毎
日
が
決
断
の
連
続
で
、
群
馬
県
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
に
大
き
な
充
実
感
と
や
り
が
い
を
感

じ
る
と
と
も
に
、
知
事
と
し
て
の
責
任
の
重
さ
を
痛

感
し
て
お
り
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た

期
待
に
応
え
る
た
め
、
常
に
先
頭
に
立
ち
、
全
身

全
霊
で
「
新
・
群
馬
」
を

創
造
し
て
い
く
決
意
を
新

た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
は
、
本
県
の
20
年

後
を
見
据
え
た
長
期
の
ビ

ジ
ョ
ン
と
、
今
後
重
点
的

に
取
り
組
む
具
体
的
な
政
策
を
体
系
化
し
た
基
本

計
画
か
ら
な
る
「
総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。
今

後
の
県
政
の
羅
針
盤
と
な
る
計
画
で
す
。
多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
し
っ
か
り
伺
い
な
が
ら
、
計
画
の

策
定
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

群
馬
県
は
、
豊
か
な
観
光
資
源
や
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
住
環
境
な
ど
多
く
の
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
魅
力
や
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
が
正
し
く
評
価
さ
れ
て
い
な
い
と
強
く
感
じ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
現
状
を
打
破
す
る
た
め
に
は

発
信
力
の
強
化
が
必
要
で
す
。
４
月
か
ら
県
庁
32

階
の
展
望
ホ
ー
ル
に
「
動
画
放
送
ス
タ
ジ
オ
」
を

開
設
す
る
予
定
で
す
。さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
、

国
内
外
へ
の
発
信
拠
点
と
し
て
大
い
に
活
用
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
３
月
に
は
、県
立
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
『「
世

界
を
変
え
る
生
糸
（
い
と
）
の
力
」
研
究
所
』
が

富
岡
市
に
、
４
月
に
は
、
群
馬
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
「
Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬
」
が
高
崎
駅
東
口
近

く
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。４
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、

大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
「
群
馬
デ
ス
テ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
も
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
政
策
や
事
業
を
含
め
、
昨
年
10
月
に

発
表
し
た
「
全
力
疾
走
３
６
６
プ
ラ
ン
」
に
沿
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
今
後
、
具
体
的
な
施
策
展
開
や
事
業
化
に

向
け
て
の
取
り
組
み
を
、
さ
ら
に
加
速
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

貴
協
会
の
皆
さ
ま
に
は
、
引
き
続
き
県
政
へ
の

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
新
し
い
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
幸

多
き
輝
か
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　

群　

馬　

県　

知　

事

　
　
　
　
　
　

山　

本　

一　

太

謹
賀
新
年

髙
橋　

秀
一
（
前
橋
安
協
会
長
）

町
田
錦
一
郎
（
前
橋
東
安
協
会
長
）

堀
越　

芳
春
（
高
崎
安
協
会
長
）

橋
本　

新
一
（
藤
岡
安
協
会
長
）

小
金
沢
芳
信
（
富
岡
安
協
会
長) 

川
田　

隆
司
（
安
中
安
協
会
長
）

細
野　

正
夫
（
伊
勢
崎
安
協
会
長
）

大
和　

抱
次
（
太
田
安
協
会
長
）

栗
原　
　

茂
（
大
泉
安
協
会
長
）

増
田　

一
男
（
館
林
安
協
会
長
）

長
谷
川
義
雄
（
桐
生
安
協
会
長
）

山
田　

春
雄
（
渋
川
安
協
会
長
）

西
山　

國
弘
（
沼
田
安
協
会
長
）

齊
藤　

一
雄
（
吾
妻
安
協
会
長
）

佐
藤
今
朝
司
（
西
吾
妻
安
協
会
長
）

長
）

）
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

公
益
財
団
法
人
群
馬
県
交
通
安
全
協
会
の
皆
様

方
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
御
家
族
皆
様
と
と
も

に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
か
ら
、
地
域
に
お

け
る
交
通
安
全
活
動
の
中
核
と
し
て
積
極
的
な
活

動
を
展
開
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
警
察
活
動

各
般
に
わ
た
り
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
県
内
の
交
通
事
故
情
勢
で
あ

り
ま
す
が
、
昨
年
一
年
間
の
交
通
事
故
死
者
数

は
、
県
内
の
記
録
が
残
る
昭
和
28
年
以
降
、
最

少
の
61
人
と
一
定
の
成
果

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
交
通
人
身
事
故

発
生
件
数
及
び
負
傷
者
数

に
つ
い
て
も
、
前
年
と

比
較
し
て
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
会
員
皆
様
方
を
始
め
と
す

る
多
く
の
方
々
の
地
道
な
活
動
の
賜
で
あ
り
、
改

め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

御
存
じ
の
と
お
り
、
こ
こ
数
年
の
交
通
事
故
死

者
数
は
、
60
人
台
と
下
げ
止
ま
り
の
状
況
で
あ
り
、

さ
ら
に
、
高
齢
者
の
割
合
が
半
数
以
上
を
常
に
占

め
る
な
ど
、
県
内
の
交
通
事
故
情
勢
は
憂
慮
す
べ

き
事
態
に
あ
り
ま
す
。

　

迎
え
た
本
年
は
、
第
10
次
群
馬
県
交
通
安
全

計
画
の
最
終
で
あ
る
５
年
目
に
当
た
り
、
同
計

画
に
示
さ
れ
て
い
る
「
平
成
32
年
ま
で
に
年
間

の
交
通
人
身
事
故
発
生
件
数
及
び
死
傷
者
数
を

平
成
27
年
実
績
よ
り
25
％
以
上
減
少
さ
せ
る

（
死
者
数
概
ね
50
人
以
下
）」
と
い
う
目
標
を
達

成
す
る
た
め
に
は
、
一
層
重
要
な
年
に
な
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

県
警
察
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
悲
惨
な
交
通
事

故
を
１
件
で
も
減
少
さ
せ
る
た
め
、
関
係
機
関
や

団
体
の
皆
様
方
と
連
携
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
、

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
対
策
を
大
き
な
柱
と
し

て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
県
民
一
人
一
人
に
交
通

安
全
ル
ー
ル
を
守
っ
た
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を

呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
様
々
な
諸
対
策
を
推
進

し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
引
き
続
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
お
け
る
交
通
安
全
活
動
の
中
核
と
し
て
、「
交
通

安
全
県
・
群
馬
」
の
確
立
に
向
け
、
御
尽
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
貴
協
会
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
会

員
皆
様
方
の
御
健
勝
、
御
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　

群
馬
県
警
察
本
部
長

　
　
　

松　

坂　

規　

生

令
和
二
年
使
用

交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
決
定

◆募集締め切り 令和２年１月31日（消印有効）
◆作品に使用する交通安全年間スローガン
　　　　　　☆一般部門Ａ＝　スマホより　横断歩道の　僕を見て
　　　　　　☆一般部門Ｂ＝　夕暮れの　一番星は　反射材
　　　　　　☆こども部門＝　しっかりと　止まってかくにん　横だん歩道
◆応募資格 一般部門Ａ・Ｂ：一般および学生（小・中学生、高校生も応募可） 
　　　　　　こ ど も 部 門：小・中学生まで
◆募集内容
　○ 各部門とも「令和2年使用内閣総理大臣賞受賞スローガン」を原文のまま使用してポスターを制作
　○作品サイズ
　　「一般部門Ａ、Ｂ」　Ｂ３判　縦位置のみ
　　「こども部門」　　　Ｂ３判または四ツ切り画用紙　縦・横位置自由
◆応募方法等の問い合わせ
　　毎日企画サービス「交通安全ポスター」事務局（℡03-6265-6815）
　　 毎日新聞社　交通安全ポスターデザイン募集 検索

年 月3 日（消印有効）

交通安全ポスターデザイン募集令和２年使用

2019年受賞作品
こども部門

　

本
県
か
ら
は
、
中
島
木
陽
さ
ん
（
前
橋
市
立
月
田
小
学
校
四

年
）
が
、
こ
ど
も
部
門
で
内
閣
総
理
大
臣
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

内
閣
総
理
大
臣
賞
（
最
優
秀
作
）

☆
一
般
部
門　

運
転
者(

同
乗
者
を
含
む)

へ
呼
び
か
け
る
も
の

　

ス
マ
ホ
よ
り　

横
断
歩
道
の　

僕
を
見
て

☆
一
般
部
門　

歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
へ
呼
び
か
け
る
も
の

　

夕
暮
れ
の　

一
番
星
は　

反
射
材

☆
こ
ど
も
部
門

　

し
っ
か
り
と　

止
ま
っ
て
か
く
に
ん　

横
だ
ん
歩
道

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
賞
（
優
秀
作
）

☆
運
転
者(

同
乗
者
を
含
む)

へ
呼
び
か
け
る
も
の

あ
お
る
よ
り　

ゆ
ず
る
あ
な
た
が　

か
っ
こ
い
い

☆
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
へ
呼
び
か
け
る
も
の

　

危
な
い
よ　

イ
ヤ
ホ
ン　

ス
マ
ホ
で　

う
わ
の
空

☆
こ
ど
も
部
門

　

手
を
あ
げ
て　

小
さ
な
君
も　

信
号
機

警
察
庁
長
官
賞
（
優
秀
作
）

☆
運
転
者(

同
乗
者
を
含
む)
へ
呼
び
か
け
る
も
の

　

見
過
ご
す
な　

信
じ
て
挙
げ
た　

小
さ
な
手

☆
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行
者
・
自
転
車
利
用
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呼
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け
る
も
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マ
マ
あ
ぶ
な
い　

横
断
歩
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あ
そ
こ
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よ

☆
こ
ど
も
部
門

　

あ
っ
あ
ぶ
な
い
！　

ス
マ
ホ
に
危
険
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う
つ
ら
な
い

文
部
科
学
大
臣
賞
（
優
秀
作
）

☆
こ
ど
も
部
門

交
さ
点　

命
の
き
け
ん
が　

か
く
れ
ん
ぼ
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交通安全協会では、皆様の会費によって様々な交通安全活動を行っています。交通安全協会へのご入会をお願いいたします。

高齢者安全運転体験会 自転車マナーアップ指導

前橋東

文化祭交通安全街頭啓発

前　橋

交通安全街頭指導

安　中

交通安全街頭指導

富　岡

交通安全街頭指導

藤　岡

自転車マナーアップ指導

大　泉

飲酒運転根絶キャンペーン

太　田

女性部講師団交通安全啓発

伊勢崎

桐　生

交通安全フェスティバル

館　林

シニアカー安全運転講習会

沼　田

高齢者交通安全教室

西吾妻 吾　妻

各地区の交通安全活動

渋　川

交通安全街頭指導

高　崎

早めのライト点灯運動

敬老会交通安全寸劇


